
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 柑橘類、サンショウ、
カラタチ

アニキ乳剤〔柑橘〕
（アゲハ類）

マッチ乳剤〔柑橘〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 サルスベリ、バラ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
クロケシツブチョッキリ ウバメガシ、ハマナス、 ヒロヘリアオイラガ

ラズベリー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 イヌマキ、ウバメガシ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 サクラ類、ウメ、モモ、
カキ、クリ、ブドウ、 ヤナギ、バラ、リンゴ、

アオドウガネ サクラ、ヤナギ、ナシ、 ポプラ、シャリンバイ
アメリカリョウブ、ハギ、
クヌギ、コナラ、フジ、
ネムノキ、モモ

（カレハガ類）
（コガネムシ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ヒイラギモクセイ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 アカマツ、クロマツ、
キンモクセイ、ヒイラギ、 ストローブマツ、

ゴヨウマツ、カラマツ、
タギョウショウ

〔ヒイラギモクセイ〕

（カレハガ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ドロノキ、ポプラ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 サクラ類、モモ、ウメ、
シダレヤナギ、 カエデ類、レッドロビン、
ネコヤナギ、 マルメロ、ハナカイドウ、
イヌコリヤナギ ボケ、ハマナス

（シャクトリムシ類）
トレボン乳剤〔樹木類〕
エスマルクＤＦ〔樹木類〕

オルトラン水和剤〔柑橘〕

オリオン水和剤４０〔柑橘〕

マブリックＥＷ〔ウメ〕

トアロー水和剤ＣＴ〔樹木類〕

マラソン乳剤〔カキ〕
スミチオン乳剤〔カキ〕

スミパイン乳剤〔マツ〕

ファイブスター顆粒水和剤〔柑橘〕

デルフィン顆粒水和剤〔柑橘〕

病　害　虫

（アオドウガネ）
●コガネムシの一種で年1回の発生、幼虫で
越冬し、成虫は６月～９月に出現するが、食
害は７月～８月の盛夏に目立つ。
●捕殺又は農薬散布により防除するが、外部
から飛来する場合、効果は現れにくい。

カエデ類、サクラ類、ウメ、
ナンキンハゼ、アメリカフウ、
カキ、ヤマモモ、ホルトノキ、
シャシャンボ、ザクロ、ミカン、

ブルーベリー、シラカシ、
ウバメガシ、サザンカ

（クロケシツブチョッキリ）
●産卵や摂食で新梢や花蕾、葉柄を傷つけ
るため、新梢や花蕾は黒く乾固して枯れる。
●新梢の萎凋に気付いたら、成虫を捕殺又は
農薬散布により駆除する。

ベニカＸファインスプレー

オトシブミ類に適用のある
登録農薬はないため、他
の害虫防除による併殺効
果に委ねる。

マツグリーン液剤２
〔ヒイラギモクセイ〕

アドマイヤー１粒剤
 〔樹木類〕

主な発生樹種

ギンモクセイ、イボタノキ

ヤ
ナ
ギ
ル
リ
ハ
ム
シ

●ヤナギ類の重要害虫で、幼虫・成虫ともに
葉を食害し、多発すると樹は丸坊主になり、
樹勢が衰えるとともに美観を損ねる。
●成虫は、早朝か夕方、樹の下に白い布を広
げて樹を急に揺すると落下するので、たやす
く集めることができるが、多発の場合、農薬散
布により防除する。

●越冬成虫が４月中旬から新葉の葉裏を食
害、産卵するため、食痕が茶変し、景観を損
ねる。
●幼虫は葉肉内に潜入するため、農薬散布
による幼虫の駆除は難しく、越冬成虫が出
現、加害する４月中旬～５月上旬の散布が効
果的である。

病　害　虫

防除農薬〔登録樹種〕

ウ
ス
バ
フ
ユ
シ
ャ
ク

バイオマックスＤＦ〔樹木類〕

モスピラン水溶剤〔柑橘〕

適用のある登録農薬はな
いため、他の害虫防除に
よる併殺効果に委ねる。

別記「ケムシ類」登録農薬

マツグリーン液剤２〔マツ〕

ダントツ水溶剤〔柑橘〕

●年１回の発生、小枝に帯状の卵塊で越冬
するので、卵塊は見つけ次第除去する。
●幼虫は、枝の分岐部等に天幕状の巣を
張って群生する。
●天幕状の巣に群生する若齢・中齢幼虫に
は、油を浸み込ませた布を竹棒の先端に巻
き、火をつけて巣を直接焼く防除法は有効と
される。

オルトランカプセル
〔クロマツ、アカマツ〕

●幼虫は５月下旬に出現し、１１月まで見られ
るが世代交代の時期ははっきりせず、若齢～
老齢が混在する。
●卵は卵塊ではなく１粒づつ産むので、幼虫
が群生することはないが、老齢幼虫の食害量
はかなり多く、見つけ次第捕殺する。
●多発した場合は農薬散布が必要となる。

別記「ケムシ類」登録農薬

●年１回の発生とされるが、６月下旬～７月
中旬と９月中旬～１０月上旬の２回、孵化幼
虫が出現する。
●越冬幼虫をコモごと焼却する「コモ巻き」は
冬の風物詩であるが、益虫（クモ、ヤニサシガ
メ）の駆除につながるとの指摘もあり、中止し
た所も多い。

（ヒロヘリアオイラガ）
●年２回（６月中旬～、８月中旬～）発生し、
若齢時は群生して葉裏のみを食害、中齢以
降は分散し、葉縁から摂食する。
●越冬まゆを除去したり、群生する若齢幼虫
を葉又は枝ごと摘除する防除法は有効であ
る。

トレボン乳剤〔樹木類〕

マブリック水和剤２０〔カキ〕

アトラック液剤〔マツ〕

●年１回の発生で、新葉の展開に合わせるよ
うに出現し、単独で葉を食害して不規則な食
痕を残す。
●出現期間は短く、食害量も多くはないが、
新葉が不規則に傷つけられるため見栄えは
悪くなる。
●発見次第、捕殺する程度でよいと思われ
る。

防除農薬〔登録樹種〕

オ
ビ
カ
レ
ハ

マ
ツ
カ
レ
ハ

ア
ゲ
ハ

イ
ラ
ガ
類 サンヨール液剤ＡＬ 〔樹木類〕

ノーモルト乳剤〔カキ〕

発　 生　 時　 期
生態（症状）と防除

コ
ガ
ネ
ム
シ
類

オ
ト
シ
ブ
ミ
類

ヘ
リ
グ
ロ
テ
ン
ト
ウ
ノ
ミ
ハ
ム
シ

発　 生　 時　 期
生態（症状）と防除

主な発生樹種



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 マサキ、キンマサキ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
マユミ、コマユミ、
ツルマサキ

カルホス乳剤〔マサキ〕
（シャクトリムシ類）
トレボン乳剤〔樹木類〕
エスマルクＤＦ〔樹木類〕

オルトラン水和剤〔柑橘〕
（エダシャク類）
スミパイン乳剤〔樹木類〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 コナラ、ミズナラ、クリ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ツバキ、サザンカ、
ナツツバキ、チャ

アベマキ

（シャチホコガ類）

（ドクガ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ウメ、サクラ類、モモ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ネムノキ、サイカチ
アメリカザイフリボク、
リンゴ、アンズ

（シャチホコガ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 クチナシ、コクチナシ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
オオヤエクチナシ

〔クチナシ〕

〔クチナシ〕

〔クチナシ〕

（ヒトリガ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ツゲ、イヌツゲ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
セイヨウツゲ

（マダラガ類）

別記「ケムシ類」登録農薬

ラクウショウ、ヒトツバタゴ、

プラタナス、ニセアカシア、

カキ、モモ、シナサワグルミ、

エノキ、フジ、アオギリ、クワ

スミチオンスプレー〔マサキ〕

ヒイラギ、ネズミモチ、

ヒトツバタゴ
セイヨウイボタ、オリーブ、
シルバープリペット、
ライラック、ヒイラギモクセイ、

別記「ケムシ類」登録農薬

イボタノキ、ギンモクセイ、

ヒサカキ、バイカウツギ

ベニカケムシエアゾール〔マサキ〕

ベニカエース液剤〔マサキ〕
ＧＦオルトラン液剤マサキ〕
ＧＦオルトランＳ〔マサキ〕

マサキ、ニシキギ、マユミ、

サクラ類、カエデ類、ウメ、

トクチオン乳剤〔ツバキ類〕

適用のある登録農薬はな
いため、他の害虫防除に
よる併殺効果に委ねる。

カルホス乳剤〔ツバキ類〕
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マトリックフロアブル〔ウメ〕

チューリサイド水和剤〔サクラ〕

オルトラン水和剤〔サクラ〕
ジェイエース水溶剤〔サクラ〕

別記「ケムシ類」登録農薬

バイオマックスＤＦ〔樹木類〕

クヌギ、カシワ、アラカシ、

●年１回の発生で、８月上旬に幼虫が出現
し、群生するが、成長は極めて早く、食害量も
多いので、被害は短期間で拡大する。
●群生枝葉の摘除が有効であるが、高木で
は被害が拡大してから発生に気付くことが多
い。

●年1回の発生で、越冬卵は４月中旬から孵
化し、葉裏に群生して葉を食害する。
●若齢幼虫時から主脈を残して葉を食べ尽
し、成長とともに分散して葉を暴食する。
●幼虫は群生して加害する習性があるので、
群生している枝葉の早期摘除は有効である。

別記「ケムシ類」登録農薬

モ
ン
ク
ロ
シ
ャ
チ
ホ
コ

オ
オ
ス
カ
シ
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スミパイン乳剤〔樹木類〕

オルトラン水和剤〔ツバキ類〕

ＧＦオルトラン液剤

バシレックス水和剤〔サクラ〕

●若齢幼虫時から新葉を食害し、成長ととも
に食害量も多くなるので、大発生すると木を丸
坊主にする。
●卵は１個ずつ新梢に産み付けられるので、
群生することはなく、見つけ次第捕殺する。
●大量発生した場合は、農薬散布が必要とな
る。

●年2～3回の発生で、幼虫越冬するとされる
が、当センターでは、幼虫は６月上旬から出
現し、７月下旬にはほぼ終息して、以降の発
生は見られなかった。
●多発すると、猛烈な勢いで葉柄まで食べ尽
し、新梢の茎だけが残る無残な姿となる。

ノメイガ類で樹木に適用の
ある登録農薬はないた
め、他の害虫防除による
併殺効果に委ねる。

●若齢幼虫は、新葉を重ねるように綴って葉
肉を食害するため、葉は白くかすれ状にな
る。
●中・老齢幼虫になると、摂食量は多く、多発
すると、木を丸坊主にするので、若齢幼虫の
食害による白くかすれた葉が目立つように
なったら、直ちに農薬散布するのが効果的で
ある。

●年2回の発生で、幼虫は６月中旬から出現
し、葉を包み込むように巣を作って中で食害
する。
●個々の巣には幼虫が単独で棲むことが多
いが、大発生すると被害は樹全体に及び、ひ
どく景観を損ねる。
●発生すると大きな被害になることが多く、初
期の農薬散布が必要と思われる。

別記「ケムシ類」登録農薬

ノメイガ類で樹木に適用の
ある登録農薬はないた
め、他の害虫防除による
併殺効果に委ねる。

トウネズミモチ、キンモクセイ、

ア
メ
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カ
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ロ
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ト
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●普通年２回の発生とされているが、当セン
ターでは年３回発生している。
●若齢幼虫は、葉を包むようにクモの巣状の
巣を作って群生し、被害葉は白くかすれ状に
なる。
●群生している巣の摘除が有効であるが、分
散したり、高木では農薬散布が必要となる。

ＧＦオルトランＳ

ベニカケムシエアゾール

ミ
ノ
ウ
ス
バ

ダイアジノン水和剤３４〔樹木類〕

マ
エ
ア
カ
ス
カ
シ
ノ
メ
イ
ガ

●年2～3回の発生で、４月下旬から幼虫が出
現し、2～3枚の葉を綴ったり、葉表に幕を張っ
て中に棲む。
●当センターでは、春の被害は軽微であった
が、秋にはモクセイ科のほとんどの樹木に多
発した。
●幼虫は集合性はなく、単独で巣に棲むの
で、多発した場合は農薬散布が必要である。

ネ
ム
ス
ガ

ツ
ゲ
ノ
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ガ

チ
ャ
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●年２回の発生で、若齢幼虫は葉裏に群生し
て葉裏のみを食害、成長とともに、葉縁から
食害するようになり、大発生すると食害量は
甚大となる。
●集合性が強いので、整列している葉を摘除
すれば、被害の拡大を防げるが、分散したり、
大規模な発生の場合は農薬散布が必要とな
る。

●年1回の発生で、幼虫は３月下旬に出現
し、新梢部の葉裏等に群生する。
●若齢幼虫は葉の片面を残して葉肉を食うた
め、被害葉は縮れて枯れるが、成長すると葉
の縁から全部食うようになり、多発すると葉は
食べ尽くされる。
●多発の場合、農薬散布により防除する。

スミチオン乳剤〔樹木類〕
トアロー水和剤ＣＴ〔樹木類〕

ハナミズキ、ヤナギ、ポプラ、



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（ミノガ類若齢幼虫）

（ミノムシ） アディオン乳剤〔樹木類〕
トレボン乳剤〔樹木類〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 クスノキ、アブラチャン、 ゼンターリ顆粒水和剤〔樹木類〕
タブノキ、ウバメガシ、 エスマルクＤＦ〔樹木類〕

バイオマックスＤＦ〔樹木類〕
ダンコウバイ スタークル顆粒水溶剤〔樹木類〕

アルバリン顆粒水溶剤〔樹木類〕
（メイガ類） マトリックフロアブル〔樹木類〕

サンヨール液剤ＡＬ〔樹木類〕
アクセルフロアブル〔樹木類〕
マツグリーン液剤２〔樹木類〕
（若～中齢幼虫）
デミリン水和剤〔樹木類〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 コブシ、モクレン、
シデコブシ

スモークツリー

（メイガ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 クリ、コナラ、クヌギ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 サクラ類、ナナカマド
サワグルミ、カツラ、
サクラ、ウメ、ケヤキ、
サルスベリ、クスノキ

（ヤママユガ類）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（ハバチ類）
スミパイン乳剤〔マツ類〕

デミリン水和剤〔マツ類〕

カルホス乳剤〔ミカン〕

アカメガシワ、カナメモチ

別記「ケムシ類」登録農薬

サクラ類等に発生するハ
バチ類に適用のある登録
農薬はないため、他の害
虫防除による併殺効果に
委ねる。

シナサワグルミ、ハゼノキ、

（ハバチ類（若～中齢幼虫））

別記「ケムシ類」登録農薬

別記「ケムシ類」登録農薬

●若齢幼虫は全体黒色で短毛が疎生する
が、成長と共に大きく変化し、老齢になると体
全体が淡緑黄色となり、白色の長毛に覆われ
る。
●越冬卵は見つけ次第除去するとともに、孵
化幼虫が群生する枝葉を摘除するが、多発・
分散した場合は農薬散布による。

ツツジ、サツキ、フジ、クヌギ、

ヤナギ、ウバメガシ、モッコク、

サクラ類、カエデ類、カキ、

ク
ス
サ
ン

ヌルデ、クルミ、ニワウルシ、

ト
サ
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コブシ類に発生するハバ
チ類に適用のある登録農
薬はないため、他の害虫
防除による併殺効果に委
ねる。

アカマツ、クロマツ、ゴヨウマツ、

コ
ブ
シ
ハ
バ
チ

サ
ク
ラ
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ラ
タ
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チ

マ
ツ
ノ
ミ
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リ
ハ
バ
チ

クリ、柑橘類、サンゴジュ、

ヤマコウバシ、クロモジ、

●若齢幼虫に傷つけられた葉は褐色になって
縮れて残るが、やや成長すると葉を全部食べ
てしまうので、多発した枝は丸坊主にされてし
まう。
●大発生すると短期間のうちに葉を食い尽く
すので、若齢幼虫期の農薬散布が効果的で
ある。

ストローブマツ、ヒマラヤスギ

ロディー水和剤〔柑橘〕

※ケムシ類：チョウ目のカレハガ科、シャチホコガ科、ドクガ科、ヒトリガ
科、マダラガ科、メイガ科、ヤガ科、ヤママユガ科に属し、葉を食害する
幼虫

●幼虫は枝先の葉を包み込むような大きな巣
を作り、取り込んだ葉を食べ尽くすと集団で移
動し、被害を拡大させる。
●被害箇所は、葉脈を包むようなクモの巣状
の残骸が残り、著しく美観を損ねられる。
●発生初期に枝ごと切除して焼却するのが
もっとも確実な防除法である。

●チャミノガは小枝を縦に多数付けて3～4㎝
の円筒形のミノを作り、オオミノガは木の葉を
集めて4～5cmの紡錘型のミノを作る。孵化幼
虫はコミノと呼ばれる。
●剪定時などに捕殺するが、多発時はコミノ
発生期に農薬散布するのが効果的である。

マブリック水和剤２０〔カキ〕

スミチオン乳剤〔カキ〕

パーマチオン水和剤〔カキ〕

●食害された葉を固めて作られた巣は、虫糞
が充満しゴミの塊のように見えるため、多発し
て樹全体の枝先部に点在すると非常に見苦
しくなる。
●幼虫は堅固に固められた巣の中にいるの
で、農薬散布の効果はあまり期待できず、巣
を見つけ次第、枝ごと摘除するのが確実であ
る。

ア
オ
フ
ト
メ
イ
ガ

ミ
ノ
ガ
類

●年１回の発生で、食害期間は短いが、成長
とともに食害量は増大し、多発すると木を丸
坊主にする。
●群生している若齢幼虫時に葉ごと摘除する
のが有効であるが、分散したら農薬散布が必
要となる。

●幼虫は集合性が強く、老齢になるまで、常
に巣に群生し、食害後は葉脈と大量の虫糞が
巣内に残る。
●発生初期から巣網は目立つので、見つけ
次第、巣ごと除去して処分するのが確実であ
る。

ケ
ム
シ
類

ケ
ム
シ
類



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ツツジ・サツキ類 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 クロマツ、アカマツ、
ストローブマツ、
ゴヨウマツ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ツバキ、サザンカ、 （ツノロウムシ）
柑橘類、モッコク、 クチナシ、ゲッケイジュ、
アラカシ、クロガネモチ、 コブシ類、ナンテン
ウバメガシ、カエデ、 （ルビーロウムシ）
アジサイ、キンモクセイ、 ゲッケイジュ、柑橘類、
アオキ、カナメモチ、 ツバキ、モチノキ
サンゴジュ、ナンテン、 （イセリアカイガラムシ）
マサキ、ボケ 柑橘類、ナンテン、

トベラ、モッコク
マラソン乳剤
〔柑橘（ナツミカンを除く）〕 （カイガラムシ類幼虫）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
　オカボノアカアブラムシ ウメ、モモ、スモモ、 （ツノロウムシ）

クリオオアブラムシ サクラ類、ナシ、ボケ、 カルホス乳剤〔樹木類〕
カリン、ハナカイドウ （カイガラムシ類）
（クリオオアブラムシ）
クリ、クヌギ、カシワ、
ミズナラ、シラカシ、
ウバメガシ、コナラ

ビワ、シャリンバイ

（ワタアブラムシ）
ムクゲ、柑橘類、ザクロ、 （ツツジグンバイ）
サルスベリ、クチナシ、 ツツジ・サツキ類

（トサカグンバイ）
ハクチョウゲ アセビ、ネジキ、カキ、

アジサイ、モクレン
（アブラムシ類） （ナシグンバイ）

ナシ、サクラ、ボケ、モモ、
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ウメ、バラ

ワタアブラムシ

ナシミドリオオアブラムシ （グンバイムシ類）

（グンバイムシ）

（ツツジグンバイ）

ベニカＤスプレー〔マサキ〕

●成・幼虫ともに枝葉から樹液を吸うため樹
の生育が悪くなるとされるが、むしろ幼虫が分
泌する白色綿状物質が枝葉に付着することに
より著しく美観を損ねる被害が大きい。
●美観上問題となる場合は、幼虫発生期に
農薬散布により防除する。

グ
ン
バ
イ
ム
シ
類

マツグリーン液剤２〔樹木類〕

適用のある登録農薬はな
いため、他の害虫防除に
よる併殺効果に委ねる。

アタックオイル
〔ﾂﾊﾞｷ類、ｹﾞｯｹｲｼﾞｭ他〕

スミチオン乳剤〔樹木類〕

スミチオン乳剤〔コデマリ〕
マラソン乳剤〔ウメ、カキ他〕

アクテリック乳剤
〔ﾂﾊﾞｷ類、ﾏｻｷ他〕

スプラサイド乳剤４０
〔樹木類〕

マツグリーン液剤２〔樹木類〕

（ナシミドリオオアブラムシ）

スミチオン乳剤〔樹木類〕

（オカボノアカアブラムシ）

ＧＦオルトランＣ〔ツツジ類〕

●多くは、年4～5回の発生で、落葉などの間
で成虫越冬するものや、葉に産み付けられた
卵で越冬する。
●春から秋まで不規則な発生を繰り返し、葉
の表面は白くかすれ、葉裏は虫の排泄物で黒
く汚れる。
●常に成虫と卵が混在しているため、1回の
農薬散布では防除しきれず、7～10日おきに
数回の散布が必要となる。

サンヨール〔樹木類〕

ＧＦオルトランＳ〔ツツジ類〕

アドマイヤーフロアブル〔ツツジ類〕

ル
リ
チ

ュ
ウ
レ
ン
ジ

●卵は葉縁に産み付けられ、孵化した幼虫は
群生して葉縁を食害するので、見つけ次第摘
除する。
●体色は、淡黄緑色～淡緑褐色で、小黒点
があり、頭部は黄橙色（中齢までは黒）であ
る。
●多発、分散した場合は農薬散布による防除
が必要となる。

ナシ、セイヨウナシ、リンゴ

レッドロビン、ハナカイドウ、

ア
オ
バ
ハ
ゴ
ロ
モ

モスピラン粒剤〔ツツジ類〕

ダイシストン粒剤〔果樹
（苗木）、花木（苗木）〕

オルトラン水和剤〔ツツジ類〕

トレボン乳剤〔ツツジ類〕

（ツノロウムシ）
●年１回の発生で、虫体の下に産卵し、６月
中旬から孵化幼虫が出現するので、この時期
に数回農薬散布する。
（ルビーロウムシ）
●孵化幼虫が出現する６月中旬～７月下旬
に数回農薬散布する。
（イセリアカイガラムシ）
●年間を通じて卵、幼虫、成虫が見られ、発
生は不規則である。

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

マ
ツ
ア
ワ
フ
キ

●常に体表から泡状物質を出し、泡の中に棲
んで樹液を吸汁する。
●吸汁による生育阻害などの実害は少ない
が、新梢の基部等が泡状物質で濡れて黒ず
み、大きく美観を損ねる。
●幼虫は、動きが緩慢なので、泡を除いて内
部の幼虫を捕殺する。

（ナシミドリオオアブラムシ）
●葉裏の主脈の両側に並列して吸汁加害す
る習性がある。
●被害としては、吸汁害よりも排泄物にすす
病が発生して樹全体が黒く汚れるため、著しく
美観を損ねることの被害が大きい。
（ワタアブラムシ）
●体色は、黄色、橙黄色、緑色、濃緑色から
黒色に見えるものまで変化がある。
●きわめて短期間で増殖するので、発生を確
認次第直ちに農薬散布する。

（オカボノアカアブラムシ）
●ウメの主要害虫で、新梢の葉裏や茎に群
生して吸汁加害するため新梢の伸長が阻害
される。
●越冬卵から孵化が完了する４月中旬が防
除適期となるが、一部が残存すると、再び急
激に増殖する。
（クリオオアブラムシ）
●多発すると樹勢が衰えるとされるが、むしろ
美観を損ねることの被害が大きい。
●冬季に樹幹の南側や太い枝の下面など直
接雨のかかりにくい場所に大卵塊をつくるの
で、孵化までに除去すると有効な防除対策と
なる。

カ
イ
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ラ
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アディオン乳剤〔樹木類〕



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 マツ類
ヒサカキ、シキミ、チャ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ナシ、リンゴ、ボケ、 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 ツバキ、サザンカ、
カイドウ ツツジ類

トリフミン水和剤

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◆本資料は、愛知県植木センターの調査研究事業による調査結果をもとに、文献等で補足して作成したもの
　です。
◆病害虫の発生時期や被害の程度等については、その年の気候等により大きく異なりますので、ご承知くだ
　さい。
◆病害虫名欄の水色は甲虫目（鞘翅目）、黄色はチョウ目（鱗翅目）、ベージュ色はハチ目（膜翅目）、灰色は
　カメムシ目（半翅目）に属する害虫で、白色は病気です。

農薬について
※農薬散布にあたっては、農薬取締法に基づいて登録された対象の樹木に適用のある農薬を使用しなけれ
　ばなりません。

カナメモチ ※農薬は、登録内容が変更、追加、削除されることがあり、商品によって登録内容が異なる場合もありますの
　で、農薬の実際の取り扱いに際しては、その都度、使用する製品のラベル等に記載されている取り扱い注意
　事項・使用方法を必ずご確認の上ご使用下さい。
※記載した農薬以外にも適用のある農薬があります。環境に配慮して低毒性農薬の使用を心がけてください。
※樹木類の品種によっては、薬害が生じる恐れがありますので、ご注意下さい。
※記載した農薬は、平成24年11月2日現在の登録状況を反映しています。

柑橘類

 愛知県植木センター

平成２４年１１月作成
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ジマンダイセン水和剤〔ナシ〕

ご
ま
色
斑
点
病

（
シ

ャ
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ン
バ
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）

チ
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ト
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ダントツ水溶剤〔チャ〕
コルト顆粒水和剤〔チャ〕

トモノールＳ〔チャ〕

サザンカ、ツバキ、サカキ、

●初夏の頃に、白い粉（カビ）のようなものが
若い枝葉に発生し、次第に広がって葉がねじ
れたり、奇形を生じ、ついには新梢が萎れて
枯死する。
●病原菌は、病落葉上の病斑で越冬し、これ
が春初めの病源となり、風媒により伝播す
る。●秋に落葉を集めて焼却するか、土中に
埋却する。

エムダイファー水和剤〔ナシ〕

モレスタン水和剤〔樹木類〕

●７～９月に針葉に発生した淡褐色の小斑点
が、翌春、次第に灰褐色～灰白色に変わり、
やがて脱落する。●初期病斑は１１月頃から
現れ、そのままの状態で越冬し、翌３～４月頃
から褐変症状になる。●病葉の摘み取りと病
落葉を集めて焼却する作業の徹底、及び肥
培管理による樹勢の維持、増進を図る。

サルスベリ、ハナミズキ、

サカキ、シキミ、トベラ、

●新葉が淡緑色～淡黄緑色となり、葉肉
は肥厚して多肉質の奇形葉となる。その
後、病患部が白色粉状物に覆われ、褐変
してミイラ状となる。●特効的な防除法は
ないが、病患部に白粉の付く前に摘除し
て、焼却または埋却するのは病源を減少
する上では確実な方法である。
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バイレトン水和剤２５〔チャ〕

バシタック水和剤７５〔ツツジ類〕

Ｚボルドー〔チャ、ツツジ類〕
トリフミン水和剤〔チャ〕

すす病に適用のある登録
農薬はなく、発生源のカイ
ガラムシ類、アブラムシ類
などを駆除する。

トリフミン水和剤〔樹木類〕

サルスベリ、アズキナシ、

スコア顆粒水和剤〔リンゴ、ナシ〕

〔リンゴ、ナシ、マルメロ、カリン〕

●５月の新葉の時期から発生し、雨のはね上
がりの伝染のためか、降雨後の下葉の発生
が多い。
●初め葉の表面に紅色の小斑を生じ、これが
やがて３～５㎜の黒褐色の円斑となる。
●病斑上にはやや盛り上がった小黒点が葉
の表裏に散生する。
●被害葉は紅変し、翌春までに落葉するもの
が多い。
●病葉の摘み取りと、病落葉は掃き集めて焼
却する。

●新梢、葉にすすがついたように、黒色粉状
のカビが付き、樹勢の衰えが大きく、著しく美
観も損ねる。
●カイガラムシ類、アブラムシ類などの吸汁
性害虫の分泌物を栄養源にしてすす病菌が
繁殖する。
●本病の原因であるカイガラムシ類、アブラ
ムシ類の駆除を確実に行うことが必要であ
る。

バイレトン水和剤５〔リンゴ、ナシ〕 

マネージ乳剤〔樹木類〕

シャリンバイ、カリン、

ツツジ類、ツバキ類、
モチノキ、モッコク、

トップジンＭ水和剤〔樹木類〕

アジサイ、バラ、マサキ、

●従来、ミカントゲコナジラミと同一種とされて
いたが、チャに寄生する系統が新種（チャトゲ
コナジラミ）として扱われるようになった。●増
殖力が非常に高く、早期発見と早期防除が重
要であるが、すす病が見られる場合は、既に
本種が高密度で発生している可能性が高い。
●若齢（１、２齢）幼虫期が農薬の散布適期
で、寄生密度の高いすそ葉の裏側への重点
散布が効果的である。●冬期のマシン油乳剤
の散布は、越冬中の３、４齢幼虫の防除に効
果的とされる。

ダニゲッターフロアブル〔チャ〕

アプロード水和剤〔チャ〕

サザンカ等に発生する本
種に適用のある登録農薬
はないため、他の害虫防
除による併殺効果に委ね
る。

ドウグリン水和剤〔マツ〕
キノンドー水和剤４０〔マツ〕

赤
星
病

（
ナ
シ

）

●葉面や果実などに橙黄色の斑点～斑紋がで
き、やがて葉裏に黄灰色の毛状体が現れる。この
毛状体をたたくと粉（さび胞子）が出る。●病斑は
７月以降に腐って大きくなり、風などでちぎれて落
葉する。●病原菌は、冬の間はビャクシン（中間寄
主）で菌えいの形で越冬し、４月中・下旬に雨に合
うと膨れて破れ、菌を放出して再びナシに戻り、世
代交代して葉や果実に侵入する。●防除は農薬
散布による。

トップジンＭ水和剤〔樹木類〕

石灰硫黄合剤〔ビャクシン〕

ユキヤナギ、カキ

シャリンバイ、ウメ、

カエデ類、ウバメガシ、

ヒットゴール液剤ＡＬ〔樹木類〕

クチナシ、ゲッケイジュ、
ウバメガシ、ウメモドキ、

ベンレート水和剤〔樹木類〕


